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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・三角形の内外角の性質や平行線，対頂角の性質を理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・平行線の性質を使って角を1点に集めて内外角の性質を調べたり，多角形の内角・外角の和を求めたりする学習をしてきている。


○共同追究でのゆさぶり


・平行線のくの字型の角の性質を調べるのは初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・三角形の内外角の性質を導き出すとき，角を文字で表し，平行線の性質を使って角を1点に集めている。





≪学習問題≫　　　　　　　　　　　　　　　　


右の図で，ℓ//ｍのとき，∠ｘの


大きさを求めなさい。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録
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≪学習問題≫








②見通し:学習した角の性質が使える場所がわからない。


→図の中に三角形や平行線をつくればよい。








②学習課題:三角形や平行線になるように補助線を引いて，角の性質を使って，∠ｘの求め方を考えよう。





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





③個人追究:三角形や平行になる補助線を引き，∠ｘを求める。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「どの求め方にも共通していることは何だろう？」


→「角の性質が使えるように補助線を引いて，2つの角を1箇所に集めている。」


「直線や三角形の内角の和が180°をもとにしている。」





④共同追究後半（思考を深める）


「ｘ＝ａ＋ｂといってよいのだろうか？」


→「ｘはいつもaの錯角とbの錯角の


和になる。」


「xはa，ｂの隣にない外角になる。」
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⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・今までに学習した平行線や三角形の内角・外角の性質を使って角を1点に集めると角を求めることができる。


・学習した図形になるように補助線を引くと，図形の性質が使える。





⑥定着･活用問題


(1) ∠ｘの大きさ求めなさい。　(2) ∠ｙを次の2通りの方法で


（ℓ//ｍ）　　　　 求めなさい。


①点Ｄを通り，ＢＣに平行な直線を引く。


②ADを延長する。
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＜本時の展開に当たっての留意点＞


・角の大きさが100°になりそうだという予想を受けて，70°と30°の角を集めれば説明できそうだと見通しをもたせたい。


・三角形の内角を用いた説明と，外角を用いた説明を比較させ，既習の性質とのつながりに着目させるとよい。


・点Ｐを動かすことで，平行線内部，直線上，


外部の場合を統合的にとらえる学習も考えられる。
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【板書計画】








